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.一般名 インドメタシン

.効能・効果

下記疾患並びに症状の鎮痛 消炎

筋肉痛 、肩関節周囲炎、外傷後の腫脹疹痛 、

1建 1建鞘炎 、腿周囲炎、上腕骨上頼炎 (テニ

ス肘等)、ZE形性関節症

.用法・ 用量

(インテパンクリーム〉
症状によリ、適量を1日数回患部に塗擦する。

(インテパン外周液〉
症状によリ 、適量を1日数回患部に塗布する。

(力卜レップ)

182回患部に鮎伺する。

使用上の注意

1一般的注意〈インテパンクリームヲ卜周液 、力トレ‘ソフ/
(1)消炎鎮痛剤による治療l草原因療法ではなく対定

療法であることに留意すること。
121皮瞳の感染症を不顕性化するおそれがあるので

感染を伴う炎症に対して用いる場合には適切な
抗菌剤又は抗真菌剤を併用し l 観察を十分行い
慎重に投与すること。

1311量性疾患(変形性関節症等に対し本剤を用いる
場合には薬物原;玉以外の療法も考慮すること。

また患者の状?奮を十分観察し、副作用の発現に
留意すること。

2次の患者には使用しないこと
(インテパンクリームヲ卜用液)
本書IJに対して過敏症の既往歴のある患者
(力卜レッフ)
本剤又は他のインドメタシン製剤に対して過敏症
の既往歴のある患者

3. ~副作用
(インテパンクリーム ヲト周液〉
度市首 ときにI茎庫 、重量赤及び発疹がまた まれに

熱感。騒帳 、乾燥感及びヒリヒリ感があら
われることがある。 これらの症状が強い
場合は使用を中止すること。

力トレッフ
度j蓄 ときにl畜1王発赤 発疹ヒ リヒリ感及び

腫脹があらわれることがある。 これらの
症状が強い場合は使用を中止すること。

・その他の使用上の注意 取扱い上の注意等につい
ては 添イヲ文容をご 読ください。

力トレッフ製造元 帝園製薬妹式会社
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